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（単位：床数）

【第８期計画期間中における整備床数】 草津市 大津市 栗東市 守山市 野洲市

介護老人福祉施設 （地域密着型も含む） 0 267 29 110 0

介護老人保健施設 0 0 0 0 0

介護療養型医療施設 0 ▲ 27 0 0 0

介護医療院 0 27 0 0 0

認知症対応型共同生活介護 0 90 0 18 0

特定施設入居者生活介護 （地域密着型も含む） 0 0 80 0 0

合計 0 357 109 128 0

※【参考】各市介護保険事業計画における整備目標数

（単位：床数）

【第８期計画期間終了時における合計整備床数】 草津市 大津市 栗東市 守山市 野洲市

介護老人福祉施設 （地域密着型も含む） 789 1,767 324 397 230

介護老人保健施設 170 449 100 100 200

介護療養型医療施設 0 0 0 0 0

介護医療院 100 27 0 0 0

認知症対応型共同生活介護 126 810 54 126 54

特定施設入居者生活介護 （地域密着型も含む） 0 835 80 40 0

合計 1,185 3,888 558 663 484

要介護２以上の認定者数 （R5　計画値） 2,771 10,765 1,081 1,642 1,283

要介護２以上に占める施設の割合 43% 36% 52% 40% 38%

施設整備の状況について
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＜近隣市における介護保険施設等の整備の状況（第8期計画） ＞

＜高齢者福祉計画･介護保険事業（支援）計画策定にあたっての県の考え方 抜粋＞

令和5年(2023年)9月1日 滋賀県医療福祉推進課

■介護保険施設および居住系サービスの量の見込みについて

○第9期計画の最終年度である令和８年度（2026年度）末における「要介護２～５の認定者に占める介護保険施設およ
び居住系サービス利用者の割合は35％以下を目安としつつ、地域の状況に合わせて35％に±α％して設定することと
なっており、令和5年(2023年)３月時点の実績は、県平均34.3％である。

○「介護老人福祉施設」は「特別養護老人ホーム」
を指す

○「認知症対応型共同生活介護」は「認知症高齢者
グループホーム」を指す

○「特定施設」は「有料老人ホーム・軽費老人ホー
ム・養護老人ホーム」を指す
（ただし、入居している要介護者に対して、日常生
活上の世話、機能訓練、療養上の世話が行われてい
るものが対象となる）



住宅型有料老人ホーム サービス付き高齢者向け住宅

施設名 定員 入居者数 施設名 定員 入居者数

医療法人芙蓉会　住宅型有料老人ホームすまいるⅠ号館 62 59 かえで 21 20

ステップアップ 8 8 ティエール・みなみ草津 34 31

エスケア ザ・グランド草津 48 42 エイジフリーハウス草津野村 24 21

アミスタライフ南草津 42 34 ここあ草津 64 56

ニチイメゾン南草津 44 38 イリーゼ草津 75 68

ニチイメゾン南草津Ⅱ番館 40 36 ナーシングホーム悠ライフ草津 44 13

住宅型有料老人ホームびおら 19 17 かえで２号館 29 29

エスケア グランシェフ草津 28 16 ここあ草津ステーション 51 35

小計 291 250 小計 342 273

施設名 定員 入居者数 入居率

合計 633 523 83%

空床数 空床率

110 17%

施設整備の状況について

＜本市における「住宅型有料老人ホーム※」および「サービス付き高齢者向け住宅」の整備状況＞
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＜基本方針（案） 抜粋＞

令和5年7月10日 社会保障審議会介護保険部会（第107回）資料１-１

○高齢者の多様なニーズに対応するため、サービス付き高齢者向け住宅や介護を受けながら住み続けることができるよう
な住まいの普及を図ることが重要である

○有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅が増加し、多様な介護ニーズの受け皿となっている状況を踏まえ、将
来に必要な介護サービス基盤の整備量の見込みを適切に定めるためには、これらの入居定員総数を踏まえることが重要で
ある

○生活に困難を抱えた高齢者等に対する住まいの確保と生活の一体的な支援の取組を推進することや、低廉な家賃の住ま
いを活用した高齢者の居住の確保を図ることが重要である

※有料老人ホームは「介護付」と「住宅型」に分けられる
本市にある有料老人ホームは「特定施設入居者生活介護」に
該当しない「住宅型」のみとなっている



特別養護老人ホーム一覧
　広域型 R5.4.1時点

Ｎｏ． 施設名 開設 定員 空床

1 やわらぎ苑 【ユニット型個室】 S56.6.10 54 3

2 菖蒲の郷 【多床室】 H4.7.1 130 10

3 第二菖蒲の郷 【ユニット型個室】 H22.5.1 70 4

4 ぽぷら 【ユニット型個室】 H16.7.1 50 3

5 風和里 【ユニット型個室】 H24.8.1 70 1

6 萩の里 【ユニット型個室】 H28.7.1 60 2

7 えんゆうの郷 【ユニット型個室】 H29.4.17 130 2

8 茜の郷 【多床室】 R3.1.1 80 1

小　計 644 26

　地域密着型

Ｎｏ． 小規模特別養護老人ホーム　施設名 開設 定員 空床

1 なみき 【ユニット型個室】 H23.5.1 29 0

2 しあわせ 【ユニット型個室】 H24.4.1 29 0

3 やまでら 【ユニット型個室】 H24.3.1 29 0

4 帆の里 【ユニット型個室】 H25.10.1 29 0

5 ゆうすいのさと 【ユニット型個室】 H26.5.1 29 0

小　計 145 0

合　計 789 26

基本的に全ての施設で満員 常に空きがある

施設によっては空きがある 把握していない

時期によっては空きがある 無回答

施設整備の状況について
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＜市内の特別養護老人ホーム整備および空床の状況＞

○本市では13施設（789床数）の特別養護老人ホームを
整備しているが、R5.4.1時点において、26床の「空床」
が生じており、施設に聞き取り調査を実施したところ、
「申込から概ね1ヶ月以内には入所できる状況にある」
ことを確認している

＜全国の特別養護老人ホームの空床（稼働）状況＞

○全国の約2割の市町村における特別養護老人ホーム
にも少なからず「空床」が生じている

「空床」有
19.8％

「空床」有
17.4％

（令和4年12月19日社会保障審議会介護保険部会（第105回） 資料3）を参照
特別養護老人ホームの入所申込者の実態把握に関する調査研究（令和4年度老人
保健健康増進等事業）の速報値を基に作成
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（単位：床数）

【第８期計画期間終了時における合計整備床数】 草津市 大津市 栗東市 守山市 野洲市

介護老人福祉施設 （地域密着型も含む） 789 1,767 324 397 230

要介護３以上の認定者数 （R5　計画値） 1,792 6,764 691 1,061 864

要介護３以上に占める施設の割合 44% 26% 47% 37% 27%

施設整備の状況について
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○本市では「特別養護老人ホーム」について、要介護3以上の「4割以上」の方が入所できる床数を整備している
○本市では「利用者（需要）」に対して「施設整備床数（供給）」が上回っていることから、経営面から、現在、一時的
に「市外在住の方」の受け入れが増えている状況にあるが「特別養護老人ホーム」の平均入所期間が「約3.2年」という
こともあり、第9期計画期間中に「市内在住の方」が入所を希望された場合、現在の「空床」にプラスして、入れ替わり
により、新規に利用できる「床数」をさらに確保できる見込みである

＜近隣市との「特別養護老人ホーム」の整備状況の比較＞

○「介護老人福祉施設」は「特別養護
老人ホーム」を指す



施設整備の方向性
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○第８期計画終了時において、本市の「介護保険施設等」については、
県の考え方、県内平均、近隣市（一部を除き）の整備割合よりも、高
い水準で整備ができている

加えて、多様な介護ニーズの受け皿としての「住宅型有料老人ホー
ム」や「サービス付き高齢者向け住宅」等の高齢者向け住まいについ
ても、本市では、年々増加しており、また、十分な「空床」もあるた
め、新規に入居できる余力もある

○本市の「特別養護老人ホーム」については、現時点で、「空床」が
生じている

今後、第9期計画期間中の「認定者数（見込）」から「施設利用者数
（見込）」を適切に推計し、「空床」や「待機者」の発生を再度確認
した上で、第9期計画期間中における施設整備の「要否」について決
定する


